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●信州中野商工会議所

【お詫びと訂正】令和７年 12 月号で掲載した次の記事について、誤りがありました。ご迷惑をおかけしたことを詫び
するとともに訂正いたします。
２ページ　商工会議所年末年始閉所のお知らせ
　　　　　（正）令和７年 12 月 27 日㈯から令和８年１月４日㈰
　　　　　（誤）令和７年 12 月 27 日㈯から令和７年１月４日㈰
３ページ　信州中野商工会議所 第 35 期役員・議員が決定（１号議員の名簿に記載漏れ）
　１号議員

氏名 事業所名・役職名 委員会 氏名 事業所名・役職名 委員会
中澤　勝成 中澤木材㈱　代表取締役 工業 清水　新治 ㈲清水製作所　代表取締役 工業
小田　絵里 ㈱ウェル・グラウンド　代表取締役 広報 市川　大輔 市川果樹園　代表 広報

会　頭　市川　真一 会　頭　市川　真一 ㈱市川商会㈱市川商会

副会頭　岡澤　弘行 副会頭　岡澤　弘行 ㈲岡沢新聞店㈲岡沢新聞店

副会頭　丸山　隆英 副会頭　丸山　隆英 中沢建設㈱中沢建設㈱

副会頭　小林　清素 副会頭　小林　清素 中野プラスチック工業㈱中野プラスチック工業㈱

専務理事専務理事　池田　喜芳　池田　喜芳
監　事　阿部　善春 監　事　阿部　善春 ㈲アクセス㈲アクセス

監　事　長張　永夫 監　事　長張　永夫 ㈲長嶺温泉㈲長嶺温泉

監　事　白井　　武 監　事　白井　　武 ㈲奥信濃㈲奥信濃

常議員　清水　一郎 常議員　清水　一郎 ㈲清水商店㈲清水商店

常議員　山崎　裕幸 常議員　山崎　裕幸 ㈱コシナ㈱コシナ

常議員　藏谷伸太郎 常議員　藏谷伸太郎 中野土建㈱中野土建㈱

常議員　市川　博信 常議員　市川　博信 北信ガス㈱北信ガス㈱

常議員　町田　　章 常議員　町田　　章 ㈴柳南閣割烹柳長㈴柳南閣割烹柳長

常議員　塩川　伸一 常議員　塩川　伸一 ㈱塩川組㈱塩川組

常議員　小泉　智生 常議員　小泉　智生 ㈲小泉園㈲小泉園

常議員　山岸　隆成 常議員　山岸　隆成 ㈲マーキュリーセブン㈲マーキュリーセブン

常議員　常田　　修 常議員　常田　　修 エルコンパストキダエルコンパストキダ

常議員　上野　孝典 常議員　上野　孝典 ㈲上野組㈲上野組

常議員　土屋　　徹 常議員　土屋　　徹 ㈱土屋建設㈱土屋建設

常議員　山本　裕次 常議員　山本　裕次 山裕建設山裕建設

常議員　高木　一成 常議員　高木　一成 ㈱タカギセイコー㈱タカギセイコー

常議員　矢野　　浩 常議員　矢野　　浩 ㈲北信樹脂工業㈲北信樹脂工業

常議員　小林　隆志 常議員　小林　隆志 ㈲兼光㈲兼光

常議員　阿部　正廣 常議員　阿部　正廣 ㈱アベファニチャー㈱アベファニチャー

常議員　白石　義実 常議員　白石　義実 竹原木材㈱竹原木材㈱

常議員　湯本誠一郎 常議員　湯本誠一郎 ㈱湯本工務店㈱湯本工務店

常議員　清水　秀志 常議員　清水　秀志 志賀造花㈱志賀造花㈱

常議員　黒岩　正和 常議員　黒岩　正和 黒岩建設㈱黒岩建設㈱

議　員　中村　　敦 議　員　中村　　敦 ㈲中村屋パン店㈲中村屋パン店

議　員　南　　　修 議　員　南　　　修 ㈱ミナミ薬局㈱ミナミ薬局

議　員　民野　博之 議　員　民野　博之 マルヰ醤油㈱マルヰ醤油㈱

議　員　小林　伸助 議　員　小林　伸助 理容コバヤシ理容コバヤシ

議　員　掛川　　満 議　員　掛川　　満 ㈲すきやき㈲すきやき

議　員　徳竹　一臣 議　員　徳竹　一臣 信州中野法律事務所信州中野法律事務所

議　員　八代　香奈 議　員　八代　香奈 ラブリブラブリブ

議　員　滝沢　俊行 議　員　滝沢　俊行 Love's PiattoLove's Piatto

議　員　村上　好治 議　員　村上　好治 ㈱中野自動車学校㈱中野自動車学校

議　員　小林　武則 議　員　小林　武則 長野県労働金庫中野支店長野県労働金庫中野支店

議　員　荻原　和敬 議　員　荻原　和敬 ㈱八十二長野銀行中野支店㈱八十二長野銀行中野支店

議　員　金子　聡利 議　員　金子　聡利 長野県信用組合中野支店長野県信用組合中野支店

議　員　渡辺　富雄 議　員　渡辺　富雄 ㈲豊田屋商店㈲豊田屋商店

議　員　仁科　　通 議　員　仁科　　通 善光寺屋酒店善光寺屋酒店

議　員　児玉　至朗 議　員　児玉　至朗 ㈱児玉商店㈱児玉商店

議　員　春日　建章 議　員　春日　建章 春日建設㈱春日建設㈱

議　員　小田切克弥 議　員　小田切克弥 ㈱青木屋洋品店㈱青木屋洋品店

議　員　徳武　久征 議　員　徳武　久征 長野信用金庫中野支店長野信用金庫中野支店

議　員　小林　明良 議　員　小林　明良 ㈲小林石材店㈲小林石材店

議　員　柴本　　進 議　員　柴本　　進 ㈲中野食糧㈲中野食糧

議　員　小林　庸悟 議　員　小林　庸悟 小林国際特許商標事務所小林国際特許商標事務所

議　員　丸山　光信 議　員　丸山　光信 ㈱花しゃんせ㈱花しゃんせ

議　員　中川　宏幸 議　員　中川　宏幸 中川電気㈱中川電気㈱

議　員　武田　明良 議　員　武田　明良 ㈱武田㈱武田

議　員　三澤　卓也 議　員　三澤　卓也 三沢パイプ工業㈱三沢パイプ工業㈱

議　員　竹内　和樹 議　員　竹内　和樹 ㈲竹内産業㈲竹内産業

議　員　高見澤茂吉 議　員　高見澤茂吉 ㈱高見澤㈱高見澤

議　員　丸山　浩司 議　員　丸山　浩司 ㈱シバクサ電器㈱シバクサ電器

議　員　小林　隆志 議　員　小林　隆志 ㈲幸建㈲幸建

議　員　金子　雄三 議　員　金子　雄三 ㈲北斗技研㈲北斗技研

議　員　田村　計成 議　員　田村　計成 ㈱田村自動車㈱田村自動車

議　員　山田　　豊 議　員　山田　　豊 ㈲山田屋商店㈲山田屋商店

議　員　矢嶋　一也 議　員　矢嶋　一也 矢嶋建築㈱矢嶋建築㈱

議　員　高見澤新悟 議　員　高見澤新悟 ㈲高見澤土建㈲高見澤土建

議　員　中山　充広 議　員　中山　充広 ㈲中山ステンレス㈲中山ステンレス

議　員　小田　絵里 議　員　小田　絵里 ㈱ウェル・グラウンド㈱ウェル・グラウンド

議　員　小林　直人 議　員　小林　直人 武広建設㈱武広建設㈱

議　員　竹内　政則 議　員　竹内　政則 ㈲亀屋製菓㈲亀屋製菓

議　員　永井　竹彦 議　員　永井　竹彦 やまたけ電業㈱やまたけ電業㈱

議　員　小林　聖尚 議　員　小林　聖尚 小林モータース小林モータース

議　員　西原　英樹 議　員　西原　英樹 西原車体整備興業西原車体整備興業

議　員　田澤　　仁 議　員　田澤　　仁 ㈲田沢建技工業㈲田沢建技工業

議　員　中澤　勝成 議　員　中澤　勝成 中澤木材㈱中澤木材㈱

議　員　清水　新治 議　員　清水　新治 ㈲清水製作所㈲清水製作所

議　員　市川　大輔 議　員　市川　大輔 市川果樹園市川果樹園

議　員　小野澤澄人 議　員　小野澤澄人 斑尾高原カントリー㈱斑尾高原カントリー㈱

議　員　山口　　伸 議　員　山口　　伸 ㈱山口建築㈱山口建築



３

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
成
長
の
果
実
を

　
　
　
　
賃
金
や
投
資
へ
】

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

の
長
期
化
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化

と
い
っ
た
地
政
学
リ
ス
ク
に
加
え
、

関
税
・
輸
出
管
理
・
産
業
補
助
・

投
資
審
査
な
ど
が
複
合
的
に
作
用

し
、
通
商
環
境
の
再
編
が
進
行
す

る
な
ど
、
不
確
実
性
が
一
段
と
高

ま
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日

本
経
済
は
賃
金
と
物
価
の
好
循
環

に
向
け
た
兆
し
が
明
確
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
物

価
上
昇
に
賃
金
が
追
い
つ
か
ず
、

実
質
賃
金
の
着
実
な
回
復
が
最
大

の
課
題
で
す
。
長
年
に
わ
た
り
染

み
つ
い
た
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払

拭
し
、
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投

資
へ
確
実
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
こ

そ
、
日
本
経
済
の
「
再
出
発
」
に

向
け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
国
政
に
お
い
て

は
、
憲
政
史
上
初
の
女
性
総
理
と

し
て
高
市
総
理
が
誕
生
し
、
就
任

直
後
か
ら
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
を

は
じ
め
各
国
首
脳
と
の
会
談
を
精

力
的
に
行
い
、
首
脳
間
の
信
頼
醸

成
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
高
市
総
理
が
議
長
を
務
め
る

「
日
本
成
長
戦
略
会
議
」
に
お
き

ま
し
て
も
、
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
、
造

船
、
量
子
な
ど
17
の
戦
略
分
野
へ

の
投
資
に
加
え
、
人
的
資
本
の
強

化
、
労
働
市
場
改
革
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
、
賃
上
げ
環
境
整
備

な
ど
、
将
来
の
成
長
力
を
高
め
る

政
策
課
題
が
明
確
に
示
さ
れ
ま
し

た
。
国
の
成
長
戦
略
と
歩
調
を
合

わ
せ
つ
つ
、
民
間
の
現
場
か
ら
具

体
的
な
提
言
と
実
行
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
、
私
ど
も
の
責
務

で
あ
り
ま
す
。

【
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を

　
確
固
た
る
も
の
に
～

　「
変
革
」
と
「
価
値
共
創
」】

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長
型
経

済
へ
の
移
行
に
向
け
た
正
念
場
を

迎
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業

数
の
99
・
７
％
、
雇
用
の
約
７
割

（
３
大
都
市
圏
を
除
く
と
約
９
割
）

を
占
め
る
中
小
企
業
は
、
円
安
・

原
油
高
に
伴
う
原
材
料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
な
ど
の
高
騰
、
人
手
不

足
や
労
務
費
の
増
加
、
さ
ら
に
は

消
費
低
迷
な
ど
多
く
の
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確

固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

個
々
の
企
業
が
自
己
変
革
を
果
た

し
、
変
化
す
る
外
部
環
境
に
適
応

し
て
い
く
な
ど
、絶
え
ず
「
変
革
」

に
挑
み
続
け
る
姿
勢
が
重
要
で
す
。

同
時
に
、
不
確
実
性
の
時
代
に
お

い
て
は
、
多
様
な
主
体
が
互
い
の

強
み
を
持
ち
寄
り
、
新
た
な
価
値

を
共
に
創
り
、
共
に
分
か
ち
合

う
「
価
値
共
創
」
の
発
想
こ
そ
が
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
支
え
る

基
盤
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

【「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る

　
日
本
経
済
の
再
出
発
」

　
に
向
け
た
三
つ
の
重
点
課
題
】

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は
今

期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
変
革

と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の

再
出
発
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
以
下
の
３
点

を
重
点
課
題
と
し
て
当
所
の
運
営

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済
の

実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
」
で

す
。
成
長
型
経
済
を
実
現
す
る
に

は
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ

レ
か
ら
、
需
要
拡
大
に
よ
る
デ
マ

ン
ド
プ
ル
型
イ
ン
フ
レ
へ
と
転
換

し
、
賃
金
と
投
資
の
好
循
環
を
持

続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
適
切
な
価
格
転
嫁

と
取
引
適
正
化
の
推
進
は
、
賃
上

げ
原
資
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
官

民
を
挙
げ
て
一
層
強
化
す
べ
き
課

題
で
す
。
加
え
て
、
経
済
安
全
保

障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
両

立
、
過
度
な
円
安
の
是
正
に
向
け

た
金
融
政
策
、
人
手
不
足
へ
の
対

応
、
持
続
可
能
な
全
世
代
型
社
会

保
障
制
度
の
構
築
に
つ
き
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共
創

に
よ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
『
稼
ぐ
力
』
の
強
化
」
で
す
。

成
長
型
経
済
の
実
現
に
は
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
付
加
価

値
と
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠
で

あ
り
、
新
分
野
進
出
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ

Ｘ
の
推
進
、
知
的
財
産
の
創
造
・

保
護
・
活
用
、
海
外
展
開
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
な
ど
へ
の
挑

戦
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
事

業
承
継
を
契
機
と
し
て
、
よ
り
強

く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の

向
上
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
推

進
」
で
す
。
持
続
可
能
な
観
光
地

域
づ
く
り
、
地
域
に
新
た
な
投
資

を
呼
び
込
む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
税
財
政
支
援
、
地
域
の
産
業

を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
支
援

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
商

工
会
議
所
の
主
要
な
活
動
テ
ー
マ

で
あ
り
、
当
所
は
も
と
よ
り
、
各

地
商
工
会
議
所
が
中
核
と
な
っ
て

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期

待
い
た
し
ま
す
。

【「
現
場
主
義
・

　
　
双
方
向
主
義
」
の
発
展
】

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」

と
い
う
信
念
の
下
、
会
頭
就
任
以

来
、
全
国
各
地
を
訪
問
し
、
地
域

や
事
業
者
の
生
の
声
を
伺
い
、
各

地
域
が
抱
え
る
課
題
の
把
握
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後
は「
現

場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
現
場
の
声
に
真
摯

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
中
小
企
業

と
地
域
の
活
性
化
、
日
本
経
済
の

さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
て
、
皆
さ

ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

日
本
商
工
会
議
所
会
頭

日
本
商
工
会
議
所
会
頭

小
　
林
　
　
　
健

小
　
林
　
　
　
健

変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る

変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る

　
　
　
日
本
経
済
の
再
出
発

　
　
　
日
本
経
済
の
再
出
発

年頭所感



４４

信
州
中
野
商
工
会
議
所

会 

頭

２
０
２
６
年
　

　
　
年
頭
の
ご
挨
拶

市
　
川
　
真
　
一

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新

い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

春
を
お
迎
え
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、

信
州
中
野
商
工
会
議
所
の
事
業
活
動
に

信
州
中
野
商
工
会
議
所
の
事
業
活
動
に

格
別
の
ご
理
解
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申

格
別
の
ご
理
解
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年

私
は
、
昨
年
1111
月
よ
り
信
州
中
野
商

月
よ
り
信
州
中
野
商

工
会
議
所
の
会
頭
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

工
会
議
所
の
会
頭
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
市
川
真
一
と
申
し
ま
す
。
山
田
彰
一

た
市
川
真
一
と
申
し
ま
す
。
山
田
彰
一

前
会
頭
が
大
変
長
き
に
渡
り
ご
尽
力
い

前
会
頭
が
大
変
長
き
に
渡
り
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
後
の
会
頭
で
御
座
い
ま
す
。

た
だ
い
た
後
の
会
頭
で
御
座
い
ま
す
。

急
に
若
返
っ
て
し
ま
い
中
々
思
い
通
り

急
に
若
返
っ
て
し
ま
い
中
々
思
い
通
り

の
運
営
も
儘
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の

の
運
営
も
儘
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
会
頭

ス
タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
会
頭

と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
を
自
分
自
身
の

と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
を
自
分
自
身
の

強
み
と
考
え
、
新
た
な
取
り
組
み
で
こ

強
み
と
考
え
、
新
た
な
取
り
組
み
で
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

た
い
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
世
界
に
目
を
向
け
て
み
れ
ば
、

さ
て
、
世
界
に
目
を
向
け
て
み
れ
ば
、

昨
年
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
２
度
目
の

昨
年
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
２
度
目
の

政
権
復
帰
以
来
、
関
税
の
問
題
、
ガ
ザ

政
権
復
帰
以
来
、
関
税
の
問
題
、
ガ
ザ

地
区
攻
撃
な
ど
の
新
た
な
紛
争
の
勃
発
、

地
区
攻
撃
な
ど
の
新
た
な
紛
争
の
勃
発
、

終
わ
り
の
見
え
な
い
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ

終
わ
り
の
見
え
な
い
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
と
我
が
国
に
と
っ
て
も
大
変

イ
ナ
戦
争
と
我
が
国
に
と
っ
て
も
大
変

な
痛
手
を
負
い
な
が
ら
の
運
営
と
な
り

な
痛
手
を
負
い
な
が
ら
の
運
営
と
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
国
政
で
は
な

国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
国
政
で
は
な

か
な
か
成
果
の
出
な
か
っ
た
石
破
茂
内

か
な
か
成
果
の
出
な
か
っ
た
石
破
茂
内

閣
に
代
わ
り
、
女
性
初
の
宰
相
と
な
る

閣
に
代
わ
り
、
女
性
初
の
宰
相
と
な
る

高
市
早
苗
内
閣
で
は
、
発
足
か
ら
僅
か

高
市
早
苗
内
閣
で
は
、
発
足
か
ら
僅
か

の
時
間
で
次
々
に
規
定
概
念
を
打
ち
破

の
時
間
で
次
々
に
規
定
概
念
を
打
ち
破

る
改
革
を
果
た
し
、
国
民
か
ら
の
関
心

る
改
革
を
果
た
し
、
国
民
か
ら
の
関
心

も
大
変
高
く
、
か
つ
て
の
安
定
多
数
を

も
大
変
高
く
、
か
つ
て
の
安
定
多
数
を

維
持
し
て
い
た
時
代
か
ら
大
き
く
変

維
持
し
て
い
た
時
代
か
ら
大
き
く
変

わ
っ
た
政
権
運
営
に
は
多
く
の
価
値
観

わ
っ
た
政
権
運
営
に
は
多
く
の
価
値
観

を
尊
重
し
な
が
ら
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル

を
尊
重
し
な
が
ら
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル

と
大
変
注
目
す
る
と
共
に
期
待
を
す
る

と
大
変
注
目
す
る
と
共
に
期
待
を
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

日
経
平
均
株
価
も
初
の
５
万
円
台
を

日
経
平
均
株
価
も
初
の
５
万
円
台
を

突
破
し
、
い
よ
い
よ
失
わ
れ
た

突
破
し
、
い
よ
い
よ
失
わ
れ
た
3030
年
か
年
か

ら
の
脱
却
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ら
の
脱
却
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
地
域

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
地
域

に
目
を
向
け
た
時
、
中
々
都
会
の
経
済

に
目
を
向
け
た
時
、
中
々
都
会
の
経
済

の
様
な
活
発
さ
や
華
や
か
さ
が
目
の
前

の
様
な
活
発
さ
や
華
や
か
さ
が
目
の
前

に
あ
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
の
が
現

に
あ
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
の
が
現

実
で
す
。
経
済
の
伝
搬
に
は
時
差
が

実
で
す
。
経
済
の
伝
搬
に
は
時
差
が

あ
る
の
も
事
実
で
す
が
、
こ
の
地
域

あ
る
の
も
事
実
で
す
が
、
こ
の
地
域

で
生
業
を
営
む
我
々
も
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
生
業
を
営
む
我
々
も
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
使
っ
て
自
ら
の
ま
ち
を
明
る
く
し
、

を
使
っ
て
自
ら
の
ま
ち
を
明
る
く
し
、

我
々
の
子
供
た
ち
や
社
員
の
皆
さ
ん
が

我
々
の
子
供
た
ち
や
社
員
の
皆
さ
ん
が

喜
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で
商
売
を
し
、

喜
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で
商
売
を
し
、

子
を
産
み
育
て
、
終
の
棲
家
と
し
て
一

子
を
産
み
育
て
、
終
の
棲
家
と
し
て
一

生
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
。

生
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
。

そ
う
い
う
巡
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
ひ

そ
う
い
う
巡
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
ひ

と
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

と
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

ま
す
。

当
商
工
会
議
所
管
内
で
は
毎
年
起
業

当
商
工
会
議
所
管
内
で
は
毎
年
起
業

す
る
よ
り
廃
業
す
る
方
の
ほ
う
が
多
く

す
る
よ
り
廃
業
す
る
方
の
ほ
う
が
多
く

な
り
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
積
極
的
な

な
り
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
積
極
的
な

事
業
承
継
対
策
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま

事
業
承
継
対
策
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
跡
継
ぎ
問
題
で
す
。

す
。
そ
の
一
つ
が
跡
継
ぎ
問
題
で
す
。

こ
れ
は
多
く
の
企
業
経
営
者
の
永
久
の

こ
れ
は
多
く
の
企
業
経
営
者
の
永
久
の

悩
み
で
も
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
数
年

悩
み
で
も
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
数
年

前
ま
で
は
同
様
に
事
業
継
承
に
悩
む
経

前
ま
で
は
同
様
に
事
業
継
承
に
悩
む
経

４４

営
者
の
一
人
で
し
た
。
幸
い
に
し
て
多

営
者
の
一
人
で
し
た
。
幸
い
に
し
て
多

く
の
人
か
ら
の
支
え
の
お
陰
で
跡
継
ぎ

く
の
人
か
ら
の
支
え
の
お
陰
で
跡
継
ぎ

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
先
事
業
を
続
け
る
に
し

ま
し
た
。
こ
の
先
事
業
を
続
け
る
に
し

て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
対
応
を
し
て
い
く

て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
対
応
を
し
て
い
く

に
し
て
も
私
自
身
の
経
験
を
は
じ
め
共

に
し
て
も
私
自
身
の
経
験
を
は
じ
め
共

に
行
動
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
多
く
の

に
行
動
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
多
く
の

会
員
企
業
の
皆
様
に
跡
継
ぎ
が
出
来
ま

会
員
企
業
の
皆
様
に
跡
継
ぎ
が
出
来
ま

す
よ
う
に
、
ま
た
日
々
の
商
売
に
喜
び

す
よ
う
に
、
ま
た
日
々
の
商
売
に
喜
び

を
も
っ
て
当
た
れ
ま
す
よ
う
に
努
め
る

を
も
っ
て
当
た
れ
ま
す
よ
う
に
努
め
る

こ
と
が
自
分
の
使
命
と
思
い
活
動
し
た

こ
と
が
自
分
の
使
命
と
思
い
活
動
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

い
と
考
え
ま
す
。

我
が
中
野
市
は
元
来
周
辺
地
域
を
含

我
が
中
野
市
は
元
来
周
辺
地
域
を
含

め
た
交
流
人
口
を
頼
り
に
し
た
地
域
柄
、

め
た
交
流
人
口
を
頼
り
に
し
た
地
域
柄
、

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
ば
か
り
に
意
気

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
ば
か
り
に
意
気

消
沈
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
新
し
い

消
沈
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
新
し
い

価
値
観
を
見
い
だ
せ
る
道
は
何
処
か
に

価
値
観
を
見
い
だ
せ
る
道
は
何
処
か
に

な
い
か
と
い
う
気
持
ち
を
常
に
持
ち
続

な
い
か
と
い
う
気
持
ち
を
常
に
持
ち
続

け
、
自
分
自
身
に
で
き
る
事
を
探
し
続

け
、
自
分
自
身
に
で
き
る
事
を
探
し
続

け
る
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

け
る
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

今
年
は
２
０
２
６
年
の
丙
午
と
大
変
勢

今
年
は
２
０
２
６
年
の
丙
午
と
大
変
勢

い
の
あ
る
年
に
な
る
と
伺
い
ま
す
。
是

い
の
あ
る
年
に
な
る
と
伺
い
ま
す
。
是

非
多
く
の
皆
様
と
共
に
大
飛
躍
に
向

非
多
く
の
皆
様
と
共
に
大
飛
躍
に
向

か
っ
て
の
日
々
を
歩
め
ま
す
事
を
心
か

か
っ
て
の
日
々
を
歩
め
ま
す
事
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



５５５５

「
午う

ま

く
い
く
年
に
！
」

中
野
市
長

湯
　
本
　
隆
　
英

新
春
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
心

新
春
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
ご
ろ
市
政
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
、

日
ご
ろ
市
政
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、「
子
ど

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、「
子
ど

も
ど
真
ん
中
」
の
施
策
を
中
心
に

も
ど
真
ん
中
」
の
施
策
を
中
心
に
1818
歳歳

ま
で
の
医
療
費
無
償
化
や
長
野
県
内

ま
で
の
医
療
費
無
償
化
や
長
野
県
内
1919

市
で
は
初
と
な
る
小
・
中
学
校
の
給
食

市
で
は
初
と
な
る
小
・
中
学
校
の
給
食

費
無
償
化
の
実
現
、
ま
た
、
民
設
民
営

費
無
償
化
の
実
現
、
ま
た
、
民
設
民
営

に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る
平
野
、

に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る
平
野
、

高
丘
さ
つ
き
こ
ど
も
園
２
園
の
開
園
な

高
丘
さ
つ
き
こ
ど
も
園
２
園
の
開
園
な

ど
、
多
様
な
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合

ど
、
多
様
な
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合

い
、
皆
様
の
ご
協
力
と
現
場
の
粘
り
強

い
、
皆
様
の
ご
協
力
と
現
場
の
粘
り
強

い
努
力
の
お
か
げ
で
、
着
実
な
成
果
を

い
努
力
の
お
か
げ
で
、
着
実
な
成
果
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
旧
中
野
市
と
旧
豊
田
村
が
合
併
し

た
、
旧
中
野
市
と
旧
豊
田
村
が
合
併
し

てて
2020
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま

年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
中
野
市
に
関

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
中
野
市
に
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
が
そ

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
支
え
合
い
、
活
力
を

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
支
え
合
い
、
活
力
を

育
ん
で
く
だ
さ
っ
た
賜
物
で
あ
り
、
改

育
ん
で
く
だ
さ
っ
た
賜
物
で
あ
り
、
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
は
、
新
し
い
時
代

本
年
４
月
か
ら
は
、
新
し
い
時
代

を
み
ん
な
で
切
り
拓
く
「

を
み
ん
な
で
切
り
拓
く
「N

ew
N

ew

（
新
た

（
新
た

な
）
な
）N
akano

N
akano
」
を
掲
げ
た
中
野
市
基

」
を
掲
げ
た
中
野
市
基

本
構
想
の
も
と
で
、
次
代
を
見
据
え
た

本
構
想
の
も
と
で
、
次
代
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
第

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
年
と
な
り
ま
す
。
将

一
歩
を
踏
み
出
す
年
と
な
り
ま
す
。
将

来
都
市
像
「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文

来
都
市
像
「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文

化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向

化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
引
き
続
き
、
様
々
な
施
策
に
取
り

け
、
引
き
続
き
、
様
々
な
施
策
に
取
り

組
む
所
存
で
す
。

組
む
所
存
で
す
。

産
業
・
雇
用
面
に
お
い
て
は
、
担
い

産
業
・
雇
用
面
に
お
い
て
は
、
担
い

手
や
起
業
の
支
援
な
ど
、
様
々
な
可
能

手
や
起
業
の
支
援
な
ど
、
様
々
な
可
能

性
を
追
求
し
つ
つ
、
本
市
の
産
業
力
強

性
を
追
求
し
つ
つ
、
本
市
の
産
業
力
強

化
に
向
け
た
取
組
や
若
者
・
女
性
の
挑

化
に
向
け
た
取
組
や
若
者
・
女
性
の
挑

戦
を
支
援
す
る
取
組
を
行
っ
て
参
り
ま

戦
を
支
援
す
る
取
組
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
が
、
国
で
は
昨
年

し
た
が
、
国
で
は
昨
年
1111
月
に
「
強
い

月
に
「
強
い

経
済
」
を
実
現
す
る
総
合
経
済
対
策
を

経
済
」
を
実
現
す
る
総
合
経
済
対
策
を

閣
議
決
定
し
、
物
価
高
の
「
今
」
を
乗

閣
議
決
定
し
、
物
価
高
の
「
今
」
を
乗

り
越
え
る
対
策
等
を
打
ち
出
し
ま
し
た

り
越
え
る
対
策
等
を
打
ち
出
し
ま
し
た

の
で
、
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
市
内
経

の
で
、
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
市
内
経

済
の
活
性
化
に
向
け
、「
第
６
弾
地
域

済
の
活
性
化
に
向
け
、「
第
６
弾
地
域

支
え
合
い
商
品
券
」
の
発
行
な
ど
必
要

支
え
合
い
商
品
券
」
の
発
行
な
ど
必
要

な
対
策
を
講
じ
、
ま
た
、
本
市
の
基
幹

な
対
策
を
講
じ
、
ま
た
、
本
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
施
策
で
は
、
園
芸

産
業
で
あ
る
農
業
の
施
策
で
は
、
園
芸

用
施
設
の
整
備
に
係
る
生
産
資
材
購
入

用
施
設
の
整
備
に
係
る
生
産
資
材
購
入

費
の
一
部
を
補
助
す
る
「
農
業
王
国
発

費
の
一
部
を
補
助
す
る
「
農
業
王
国
発

展
加
速
化
事
業
」
や
「
広
域
電
気
柵
設

展
加
速
化
事
業
」
や
「
広
域
電
気
柵
設

置
」
を
推
進
し
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

置
」
を
推
進
し
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
改
善
を
図
り
ま
す
。

境
改
善
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
本
市
出
身
の
漫
画
家

さ
ら
に
は
、
本
市
出
身
の
漫
画
家  

宮
島
礼
吏
先
生
の
作
品
と
タ
イ
ア
ッ
プ

宮
島
礼
吏
先
生
の
作
品
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
「
な
か
の

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
「
な
か
の

か
の
か
り
祭
」や「
痛
車
フ
ェ
ス
」な
ど
、

か
の
か
り
祭
」や「
痛
車
フ
ェ
ス
」な
ど
、

マ
ン
ガ
を
活
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ

マ
ン
ガ
を
活
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ

ン
ト
や
本
年
５
月
に
本
市
で
開
催
す
る

ン
ト
や
本
年
５
月
に
本
市
で
開
催
す
る

全
国
全
国
2929
の
加
盟
市
町
に
よ
る
「
第

の
加
盟
市
町
に
よ
る
「
第
3535
回回

ば
ら
制
定
都
市
会
議
」（
通
称
ば
ら
サ

ば
ら
制
定
都
市
会
議
」（
通
称
ば
ら
サ

ミ
ッ
ト
）
を
通
し
て
、
市
の
魅
力
を
引

ミ
ッ
ト
）
を
通
し
て
、
市
の
魅
力
を
引

き
続
き
、
全
国
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

き
続
き
、
全
国
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
信
州
中
野

さ
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
信
州
中
野

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
、
海
外

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
、
海
外

の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
関
係
者
や
選
手
、
大

の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
関
係
者
や
選
手
、
大

学
の
ク
ラ
ブ
な
ど
、
市
外
の
大
勢
の
皆

学
の
ク
ラ
ブ
な
ど
、
市
外
の
大
勢
の
皆

様
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

様
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
聖
地
と
な
る
よ
う
支

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
聖
地
と
な
る
よ
う
支

援
し
、
さ
ら
な
る
関
係
人
口
・
交
流
人

援
し
、
さ
ら
な
る
関
係
人
口
・
交
流
人

口
の
創
出
・
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
ま

口
の
創
出
・
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
か
ら
進
め
て
お
り
ま
す
市
営

た
、
昨
年
か
ら
進
め
て
お
り
ま
す
市
営

野
球
場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
電
光
掲
示
板
設

野
球
場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
電
光
掲
示
板
設

置
、
多
目
的
サ
ッ
カ
ー
場
の
人
工
芝
張

置
、
多
目
的
サ
ッ
カ
ー
場
の
人
工
芝
張

替
・
照
明
改
修
（

替
・
照
明
改
修
（LED

LED

化
）
の
工
事

化
）
の
工
事

が
完
了
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆

が
完
了
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆

様
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

様
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、

こ
れ
か
ら
も
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、

住
ん
で
み
た
い
と
思
わ
れ
る
「
キ
ラ
リ

住
ん
で
み
た
い
と
思
わ
れ
る
「
キ
ラ
リ

と
光
る
中
野
市
」
を
目
指
し
て
ま
い
進

と
光
る
中
野
市
」
を
目
指
し
て
ま
い
進

し
ま
す
。

し
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
、
笑
顔
と
希

結
び
に
、
新
し
い
年
が
、
笑
顔
と
希

望
に
あ
ふ
れ
る
年
と
な
る
よ
う
、
皆
様

望
に
あ
ふ
れ
る
年
と
な
る
よ
う
、
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
す
。



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中

は
、
信
州
中
野
商
工
会
議
所

女
性
会
の
活
動
に
多
く
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
と
し
て
、
新
し
い
一
年

を
皆
様
と
と
も
に
迎
え
ら
れ

ま
す
こ
と
に
、
深
い
感
謝
と

決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。昨

年
は
、
地
域
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
多
彩
な

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
くSD

Gs

を
学
ぶ
キ
ッ

ズ
イ
ベ
ン
ト
が
日
本
商
工
会

議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
女
性
会

の
活
動
が
広
く
認
め
ら
れ
た

証
と
し
て
大
き
な
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
恒

例
の
「
打
ち
水
大
作
戦
」
も
、

一
体
と
な
っ
て
環
境
へ
の
意

識
を
高
め
る
取
り
組
み
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
手
軽
に
で
き
る

珈
琲
の
入
れ
方
講
座
」
を
開

催
し
、
会
員
の
多
く
の
方
に

生
活
を
楽
し
む
き
っ
か
け
を

お
届
け
で
き
ま
し
た
。
身
近

な
テ
ー
マ
で
あ
り
な
が
ら
、

参
加
者
同
士
の
交
流
が
自
然

に
生
ま
れ
、
女
性
会
ら
し
い

温
か
な
学
び
の
場
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
視
覚
障
害
を

持
ち
な
が
ら
も
、
大
学
教
授

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
堀
越

喜
晴
氏
を
お
招
き
し
、
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
困
難

を
力
に
変
え
、
研
究
と
教
育

に
力
を
尽
く
す
堀
越
氏
の
言

葉
は
、
多
く
の
参
加
者
に
勇

気
と
希
望
を
与
え
、
私
た
ち

の
活
動
の
意
義
を
改
め
て
感

じ
さ
せ
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

本
年
も
、
女
性
会
の
基
本

精
神
で
あ
る
「
連
帯
」
を
大

切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
連

帯
と
は
、
女
性
経
営
者
の
友

情
と
信
頼
の
輪
を
内
外
に
広

げ
る
こ
と
で
す
。
想
い
を
共

有
し
支
え
合
う
仲
間
と
と
も

に
歩
む
こ
と
で
、
大
き
な
力

が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
と

行
動
力
で
、
地
域
の
発
展
と

会
員
相
互
の
成
長
に
貢
献
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本

年
が
健
康
で
実
り
多
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈

念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

６６

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
な
ら
び
に

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
清
々
し
い
気
持
ち
で

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
商
工
会
議

所
活
動
に
対
し
、
多
大
な
る

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
経
済
情
勢

は
、
社
会
の
あ
り
方
や
ビ
ジ

ネ
ス
の
形
態
が
大
き
く
変
容

す
る
過
渡
期
に
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
地
方
の
事
業
者
に
と

り
ま
し
て
も
、
変
化
へ
の
柔

軟
な
対
応
と
、
新
た
な
価
値

の
創
造
が
求
め
ら
れ
る
時
代

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、
地
域
経
済
の
要
で
あ
る

私
た
ち
が
手
を
取
り
合
い
、

知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
で
、

こ
の
中
野
市
に
活
気
を
も
た

ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
会
員
相
互
の
連

携
を
よ
り
一
層
深
め
、
地
域

に
根
ざ
し
た
商
工
振
興
に
邁

進
す
る
所
存
で
す
。
皆
様
と

共
に
、
希
望
に
満
ち
た
明
る

い
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
飛
躍
の
年
と
な

り
ま
す
こ
と
、
ま
た
ご
事
業

の
さ
ら
な
る
ご
繁
栄
と
ご
健

勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
信
州
中
野
商
工
会
議

所
青
年
部
の
活
動
に
対
し
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め

と
す
る
技
術
革
新
が
加
速
す
る
一

方
、
地
域
に
お
い
て
は
人
口
減
少

や
担
い
手
不
足
と
い
っ
た
課
題
が

一
層
顕
在
化
し
、
事
業
環
境
が
大

き
く
変
化
し
た
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
青
年
経
済
人
は
、
変

化
の
潮
流
を
的
確
に
捉
え
、
舵
取

り
を
誤
ら
ぬ
判
断
と
行
動
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
も
は
や
各
事

業
者
の
努
力
の
み
で
は
解
決
し
得

な
い
局
面
が
増
し
て
い
る
こ
と
を
、

改
め
て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
年
度
の
青
年

部
で
は
、
次
世
代
育
成
こ
そ
が
未

来
へ
の
投
資
で
あ
る
と
の
信
念
の

も
と
、「
ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー

カ
レ
ッ
ジ
（
ジ
ュ
ニ
エ
コ
）」
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
、
自
ら
考
え
、
つ
く
り
、
販

売
し
、
決
算
ま
で
を
行
う
商
売
体

験
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
「
生
き
た

学
び
」
を
地
域
全
体
で
育
む
こ
と

は
、
将
来
の
地
域
経
済
を
支
え
る

礎
に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
温
か
い
ご
指
導
・
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
来
た
る
令
和
8
年
度
に

は
、
青
年
部
創
立
60
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
諸
先

輩
方
が
築
か
れ
て
き
た
歴
史
と
伝

統
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
次
の
時

代
に
お
け
る
青
年
部
の
存
在
意
義

を
見
つ
め
直
し
、
地
域
へ
還
元
で

き
る
活
動
を
よ
り
一
層
力
強
く
推

進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

本
年
も
、
青
年
部
活
動
を
通
じ

て
中
野
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
皆
様
と
の
連
携

を
一
層
深
め
、
地
域
経
済
の
発
展

の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
、
会
員
一

同
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
、
並
び
に

益
々
の
ご
発
展
を

心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

矢嶋　一也
支部連合会会長

令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
支
部
の
活
動
に
対
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
５
年
４
月
１
日
に
誕
生

２
０
周
年
を
迎
え
た
新
中
野
市
に

お
い
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

今
後
と
も
貢
献
出
来
る
よ
う
活
動

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。豊

田
支
部
に
お
い
て
は
春
に
ま

だ
ら
お
の
湯
に
お
い
て
開
催
さ
れ

る
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
秋
の
タ
カ

ギ
セ
イ
コ
ー
ふ
る
さ
と
パ
ー
ク
に

て
開
催
の
「
も
み
じ
祭
り
」
へ
の

参
加
を
柱
に
し
て
、
会
員
の
皆
様

同
士
の
交
流
や
親
睦
を
深
め
て
お

り
ま
す
。

日
々
の
経
営
の
中
で
「
同
業
他

社
と
の
交
流
」
は
大
切
で
、
自
社

の
成
長
に
役
立
つ
事
柄
も
多
々
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
商
工

会
議
所
の
活
動
の
中
で
の
「
異
業

種
交
流
」
は
人
間
と
し
て
の
成
長

に
非
常
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

異
な
る
業
界
な
ら
で
は
の
「
苦

労
話
」
や
「
儲
か
る
話
」
は
た
い

へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
社
会
情
勢
や
国
際
情
勢
の
変

化
、
猛
暑
や
自
然
災
害
の
影
響
な

ど
に
立
ち
向
か
う
術
が
見
つ
か
る

時
も
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
「
経
営
や
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
役
立
つ
交
流
」
を
深

め
、
地
域
全
体
が
元
気
に
な
る
貢

献
が
出
来
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
会
員
の
皆
様
方

お
よ
び
御
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
発
展
、

ご
活
躍
の
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

西沢　俊樹
豊田支部支部長

新年新年ののごあいさつごあいさつ

町田美代子
女性会会長

山本　浩二
青年部会長
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ェ
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０
２
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in
上
越

11／

29・30

商工会議所青年部に入会したほうが良い人
1 後継者として、今後に不安を感じている人
2 楽しく飲みたい人
3 現状維持じゃなく、とにかく何か動きたい人
4 お互いの悩みを相談できる場が欲しい人
5 一生付き合える仲間を見つけたい人
6 自分の仕事を充実させたい人

入会資格は以下の通りです
・45歳以下
・�中野市在住もしくは中野市に事業所があるな

ど、活動をしている人

ＹＥＧ通信ＹＥＧ通信

　すこしでも興味をもったら、事務局（0269-22-
2191）にご連絡ください。
　「青年部について教えて欲しい」とお伝えいただけ
るとスムーズに対応できます。

 vol.
29

新年、明けましておめでとうございます！  
商工会議所青年部総務委員長の水野宏樹です (^-^)

今年もどうぞよろしくお願いいたします。  
皆さんはいかがお過ごしでしょうか？お互いに健康第

一で、良い一年をスタートさせたいですね。 
旧年中は、当青年部の活動に対し、多大なるご理解と

ご協力を賜り、誠にありがとうございました。心より厚
く御礼申し上げます。

11 月には「ジュニエコ事業」、12 月には「生成 AI
活用講座」といった地域貢献と資質向上に繋がる事業に
加え、メンバー間の「繋がり」を強固にする交流事業も
実施いたしました。この学びと活力を原動力に、2026
年も地域経済の発展と、創立 60 周年という大きな節目
に向けた活動を力強く進めてまいります。

本年も、変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますよう、心
よりお願い申し上げます。

12 月は、最新のビジネス知識を学ぶセミナーと、メ
ンバー間の親睦を深める交流事業の二本柱で活動しまし
た。

12 月 2 日には信州中野商工会議所青年部・飯山商工
会議所青年部・須坂商工会議所青年部の 3 団体が主催
で我らが信州中野商工会議所主管となり若手後継者等育
成事業セミナー「ゼロから始める生成 AI 活用講座」を
開催しました。

急速に進化する生成 AI の基礎知識と、業務への具体
的な活用事例を学びました。企業のデジタル化が進む現
代において、参加された皆様にとって、一歩先の経営戦
略を考える重要な機会となりました。

12 月 12 日にはメンバー交流事業「信州中野 YEG 
なかのいいかい みんなでボドゲしないかい」を開催し
ました。

まずは第一歩動いてみましょう きっと新しい気付
きがあると思いますよ★

「1，2 年位しか活動出来ないし」とか「そんなに
沢山参加できないし」とか思っているかもしれません
が、会員のみんなも毎回参加しているわけではないで
すし、短年数の会員も多くいますので、心配しないで
大丈夫ですよ！

この事業はメンバー同士の親睦を深めることを目的
として、ボードゲームを活用した交流会でメンバー間
のコミュニケーションを活発にし、団結力を高める貴
重な時間となりました。

また、６０ 周年という大きな節目に向けて、信州中
野商工会議所青年部は、これからも地域の活性化のた
めに、みんなで力を合わせて頑張っていきます！今後
の活動にも、ぜひ注目していただけると嬉しいです。
引き続き、応援よろしくお願いします！

当
所
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
販

路
拡
大
を
目
的
に
11
月
29
日
（
土
）、

30
日
（
日
）「
し
な
の
が
た
り
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
５
in
上
越
の
支

援
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

「
し
な
の
が
た
り
」
販
売
会
で
は
、

商
談
会
付
き
販
売
会
を
無
印
良
品
直

江
津
店
で
開
催
し
、
地
域
産
品
の
販

売
を
通
じ
て
、
上
越
市
の
一
般
消
費

者
へ
Ｐ
Ｒ
と
販
売
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。当

所
管
内
か
ら
は
、
信
州
な
か
の

高
梨
亭
と
は
ち
み
つ
と
ネ
コ
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
ま
ず
始
め
に
9
月
17
日

（
水
）
に
長
野
商
工
会
議
所
を
会
場

に
無
印
良
品
直
江
津
の
バ
イ
ヤ
ー
と

個
別
商
談
を
実
施
し
ま
し
た
。
個
別

商
談
で
は
、
無
印
良
品
直
江
津
の
消

費
動
向
や
店
舗
が
求
め
て
い
る
こ
と

な
ど
事
前
対
策
の
確
認
等
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
次
に
10
月
29
日
（
水
）

出
店
事
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、

当
日
の
搬
入
方
法
や
出
店
位
置
等
の

確
認
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

販
売
会
当
日
は
、
多
く
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
盛
況
に
終
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。



ＬＯＢＯ調査景気天気図

2025年11月の状況 先行見通し

全国 北陸信越 全国 北陸信越

建　設

製　造

卸　売

小　売

サービス

とくに好調
(50 ≦ DI)

好　　調
(25 ≦ DI ＜ 50)

まあまあ
(0 ≦ DI ＜ 25)

不　　振
( ▲ 25 ≦ DI ＜ 0)

きわめて不振
(DI ＜▲ 25)

　詳細につきましては、信州中野商工
会議所ホームページにＬＯＢＯ調査早期景
気観測が掲載されています。（https://
nakanocci.or.jp/）

お知らせ お子さまの教育資金を「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）がサポート！ お知らせ

　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対
象とした公的な融資制度です。

【ご融資額】お子さま１人あたり 350 万円以内
【金 利】年 3.15％ 固定金利

【ご返済期間】20 年以内
【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、塾代、
　　　　　　 自宅外通学に必要な住居費用など

【ご返済方法】毎月元利均等返済
　　　　　　　（ボーナス時増額返済も可能）

【保 証】（公財）教育資金融資保証基金
　　　　（連帯保証人による保証も可能）

※�「母子家庭」、「父子家庭」、「交通遺児家庭」、「世
帯年収 200 万円（所得 132 万円）以内の方」
または「子ども３人以上の世帯かつ世帯年収
500 万円（所得 356 万円）以内の方」は年２．
７５％（令和７年 12 月１日現在）

　詳しくは、ＨＰ（「国の教育ローン」で検索）
または教育ローンコールセンター（０５７０
－００８６５６（ナビダイヤル）または 

（０３）５３２１－８６５６）までお問い合
わせください。

対 象 者……中野市民（基準日に住民基本台帳に記録されている方等）
商 品 券……お一人につき１０，０００円（1,000 円券× 10 枚）券
　　　　　　内訳：一般商店利用券 6,000 円／共通券 4,000 円
使用期間……商品券を受け取った日から 2026 年５月 31 日㈰まで（換金は６月 25 日㈭まで）

　中野市地域支え合い商品券の第６弾が開始され、１月末より市民に対し商品券の配布が始まります。　中野市地域支え合い商品券の第６弾が開始され、１月末より市民に対し商品券の配布が始まります。
　これに伴い、商品券の取扱事業者の登録並びに換金事務について引き続き、信州中野商工会議所で行　これに伴い、商品券の取扱事業者の登録並びに換金事務について引き続き、信州中野商工会議所で行
うこととなりました。うこととなりました。

第６弾中野市地域支え合い商品券

※�前回登録されている方で、今回は登録を
辞退する方は、１月９日㈮までに申請を
お願いします。

お手続き不要 ※�前回登録されている方で今回も引き続き
登録される方は、お手続き不要です。

第５弾（前回）
未取扱事業者

※��前回登録されていない方で今回新たに登
録を希望される方は、１月９日㈮までに
申請をお願いします。

第５弾（前回）
取扱事業者

第６弾中野市地域支え合い商品券の概要

取扱事業者の登録の方法

取扱事業者の辞退の方法

食料品などの
物価高騰対策

第５弾（前回）
取扱事業者

取扱事業者募集のご案内取扱事業者募集のご案内

１月９日㈮までに辞退の申請があった場合は、初回の取扱店一覧から削除します。

１月９日㈮以降も随時申請はできますが、初回の取扱店一覧へは掲載されません。なお、最新の取扱店一覧は中野市役所ホームページで確認できます。


